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ステレオゴム用加硫促進剤ならびに

老化防止剤について

近年のゴム工業界の進歩発展は目覚ましいものがあり

ます，とりわけ原料ボリマーの分野においてはすばらし

い進歩をとげたといえます．その一つにステレオゴムの

開発があります．

ステレオゴムは種々の特性を持っているため，その特

性によって用途も漸次広がってきつつあります．現在，

ステレオゴムとして大きな地歩を持っているものとして

次の 2つが挙げられます， 1つはプタジエンの璽合物で

あるボリプタジエン (BR)と他の 1つはイソプレンを重

合させたボリイソプレ‘ノ (IR)でありますこの両者の

特性については本特集号の本文中で述べられているので

ここでは省略します．

今日では枇界のステレオゴムメーカーも増加しつつあ

り，我が国においても三社が国産化を急いでいる現状を

かえりみますと，その需要も今後激増するのではないか

と予想されます，

現在ステレオゴムは単味配合ではほとんど使用されて

おらず，普涌は天然ゴムや SBRなどとブレンドして使

用されておりますので，そのプレンド比などにより加工

方法なども異なってまいります，また加硫速度が天然コゞ

ム,SBR・ポリブタジエン・ポリイソプレン皆それぞれ

異なっておりますので加硫剖・加硫促進剤の使用には多

少検討の必要がありましようが，大局的にはそれほどの

違いはありません．

次にステレオゴムに用いられる加硫促進剤と老化防止

斉I]について簡単に記述してみたいと思います．

(I) 加硫促進剤

ポリブクジエン配合物の加硫促進斉I]としては，ス）レフ

ェンアミド系が一般に使用されております．ポリプクジ

エン配合物の主促進剤としては， ノクセラー CZ,ノク

セラーMSA・ノクセラーPSAなどのス）レフェンアミド

系のものが推奨されており，これらスルフェンアミド系

の促進剤に二次促進剤として， ノクセラー TT,ノクセ

ラー TS,ノクセラー TETなどのチウラム系の促進剤を

併用しますと加硫速度がさらに促進されると同時にボリ
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プタジエン配合物に対してすぐれた物性を与えます．

タイヤトレッドならびにカーカスなどのカーボン配合

では，スコーチに対する安全な遅効性の点から，ノクセ

ラーCZを主促進剤として使用されることを推奨いたし

ますが，ホワイトカーボン配合または鮮明色配合では，

ノクセラーMSAあるいはノクセラーPSAが汚染の点か

ら推奨されます，また鮮明色配合には，混合促進剤のノ

クセラーMIXNo,1・ノクセラーMIXNo, 2も適当であ

ります．なおホワイトカーボン配合では， SBRと同様に

活性剤としてジエチレングライコールを使用するがその

使用量は多少多目が良いようです．

促進剤の使用量は，オイル量，イオウ量により当然異

なりますが，ポリプタジエンの加硫速度はその反応性よ

り天然コ` ムと SBRの中間に位いしますから，通常の天

然ゴム配合より少し多目の方が望ましく， 例えば BR/

NR=75/25~50/50, オイル 20PHRの場合はノクセラ

-CZ単独では1.0~1. 5 PHR, ノクセラーCZとノクセ

ラー TTの併JHではノクセラーCZ=0. 6~ 1. 0 PHR, ノ

クセラーTT=O.1~0. 2 PHRがよろしいと思います． ま

たノクセラーMIXの場合では No,1か No,2 1. 5~2. o 

PHRとノクセラーTTまたは TSO. 1~0. 3 PHRがよ

ろしいようです．ボリプタジェンの加硫系は他のゴムと

同様，多促進剤，少イオウ配合がすぐれた物性を示し，

耐老化性もすぐれております，

一方，ポリイソプレン配合物の加硫促進剤としては，

従来天然ゴムに使用されている促進剤がボリイソプレン

に対しても効果があります．このことはボリイソプレン

が化学的にも構造的にも天然ゴムに非常に良く似ている

ことからもうなずけることと思います． しかし，実際の

使用に当っては，次のような点を考慮しなければなりま

せん．

すなわち，ポリイソプレン記合物に対する促進剤系を

選択する場合には，原料ポリマーであるボリイソプレン

の軟らかさを考慮する必要があります．それはポリイソ

プレン配合物が他のボリマー配合と比べて混合中に受け

るセン断力が少なく，発熱も少ないからであります．こ
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のことは特に促進剤量の多い配合でもスコーチの危険が SPなどが推奨され，そのほかノクラックMBとノクラ

少ないことでは，ボリイソプレンの有利な点といえます ック 200またはノクラック SPとの併用も良結果が得ら

がその反面，適当な促進剤を使用しない場合，あるいは れます．

正しい配合操作が行なわれない場合には，促進剤の分散 ポリイソプレン配合物においては，配合物の分散性が

不良をもたらして，良い物性を得ることができないとい 良ければ，ポリイソプレンの耐老化性は天然ゴムを使用

う欠点であります．したがって特にボリイソプレン配合 したと同じ配合とほぼ同等であります．耐候性はポリイ

量の多い純ゴム配合，補強性の少ない配合には必要であ ソプレンが天然ゴムよりもいくぶんすぐれております．

りますが，他の配合もできるだけ低融点または分散性の 老化防止剤についても促進剤と同様，既存の老化防止

良い促進剤，例えば，ノクセラーTS・ノクセラー TT, 剤で十分その効果をあげうることができるといえます．

ノクセラーCZ,ノクセラーMSAまたはノクセラーMZ なお，実際の御使用に際しては前にも述べましたよう

などを使用されることを推奨いたしまず に各メーカーのインフォメーションやレボートなどを参

促進剤の使用量は IR/NR==40/60~80/20の場合，ノ 照されるのがよろしいと思います．

クセラーCZ単独では0.5~1. OPHR, ノクセラーMZと

ノクセラー TSの併用ではノクセラー MZ==1. 0~1. 5 

PHR, ノクセラーTS==O,1~0. 3PHRがよろしいと思い

ます．

以上要約いたしますと，ステレオゴムゆえに特別の加

硫促進剤を必要とすることはありません．天然ゴムや

SERなどに使用できる既存の加硫促進剤はステレオゴム

にも十分使用できるということであります．

(2) 老化防止剤

ボリブタジエンには製造時に非汚染性の老化防止剤が

安定剤としてあらかじめ添加されております． しかし目

的によって O.5~2, OPHRの老化防止剤を加えるのが普

通であります．一般にポリプタジエン配合物に推奨され

る老化防止剤には次のようなものがあります．

ノクラックD,ノクラックDP,ノクラックC・ノクラ

ック 810-NAおよびノクラックAWなど，これらのほか

に非汚染性老化防止剤として，ノクラック 200• ノクラ

ック SPなどがあり， 鮮明色配合には好適な老化防止剤

加硫促進剤および老化防止剤の化学名

ノクセラー CZ

ノクセラーMSA

ノクセラーPSA

ノクセラー TT

ノクセラー TS

ノクセラーTET

ノクセラー MZ

N-Cyclohexyl-2-benzothiazole 

sulfenamide. 

N-Oxydiethylene-2-benzothiazole 

sulfenamide. 

N, N-Diisopropyl-2-benzothiazole 

sulfenamide, 

Tetramethylthiuram disulfide. 

Tetramethylthiuram monosulfide. 

Tetraethylthiuram disulfide, 

Zinc salt of 2-mercaptobenzo-

thiazole. 

ノクセラーMIXNo.1 Blend of M and H. 

ノクセラーMIXNo,2Blend of M, DM  and H. 

ノクラック D Phenylードーnaphthylamine.

ノクラックDP N, N'-Diphenyl-/1-phenylene-

ノクラック C

diamine. 

Aldol-a-naphthylamine. 

であります．また，オゾン劣化に対しては，一般にノク ノクラック810-NA N-Phenyl-N'—isopropyl-

ラック AW・ノクラック 810-NAを主体として，それに j ,-phenylenediamme. 

加えてワックス類を使用いたします．ワックスとしては ノクラック AW 6-Ethoxy-2, 2, 4-trimethyl-

当社の精選石油系ワックスのサンノックを使用されます 1, 2-dihydroquinoline. 

とすぐれた耐オゾン性が期待できます．使用量は SER ノクラック 200 2, 6-Di-lert-butyl-j,-cresol. 

などに準じた使用量でよろしいと思います． ノクラック SP Styrenated phenol. 

ボリイソプレン配合物に対する老化防止剤としては， ノクラック 224 Polymerized trimethyl-

一般に天然ゴムに使用される老化防止剤，耐オゾン劣化 clihydroquinoline. 

防止剤が効果があります．すなわち，代表的なものとし サンノック Selected special wax. 

て，耐熱老化防止剤としてすぐれた効果を発揮するノク

ラック C・ノクラック224, あるいは耐オゾン劣化に対

してのノクラック AW・ノクラック 810-NAなどが挙げ

られます．鮮明色配合にはノクラック 200, ノクラック 大内新興化栄工業株式会社

(185) 997 


